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渦輪は円孔から気体を瞬間的に押し出すことで簡単に形成できる。渦輪は、
内部に粒子を取り込み遠方へ輸送可能である。そこで、渦輪を消火剤で形
成し、消火に利用することで、噴流形態で消火ガスを吹き出す従来の消火
機器よりも、遠方への消火剤輸送を可能とし、更に火炎源のピンポイント
での消火剤供給をも可能とする。更に、本研究室では予混合燃焼現象を利
用して燃焼ガス渦輪を形成し、これを消火に利用する取り組みをおこなっ
ている。

〇燃焼ガス渦輪 〇燃焼ガス渦輪実験装置 〇実験結果

想定される用途
渦輪消火法は、遠方の火源に消火剤を狙って供給するの
に適しています。特に、ガス消火剤も渦輪によって輸送
可能であるため、水損・汚損を回避した消火も可能とな
ります。
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〇不活性ガス渦輪実験結果
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【問い合わせ先】弘前大学東京事務所
E-mail:j-tokyo@hirosaki-u.ac.jp


